
茨木市オープンカンパニー実施業務委託仕様書 

 

１ 名称 

  茨木市オープンカンパニー実施業務委託 

 

２ 目的と概要 

  近年、進展をみせている「地域一体型オープンファクトリー」の先進事例を参考

に、企業の認知度向上、魅力発信ひいては人材の確保や育成につなげるため、市民

等を対象に工場や企業の見学や体験ができるイベント「いばらきオープンカンパニ

ー」を実施する。 

  製造業に限らず広く企業等を対象とし、企業同士のコミュニティの促進を図ると

ともに、主体的な取組として持続できるよう、機運醸成や体制の構築を図る。 

  

３ 委託期間 

  契約の日から令和９年３月 31日まで 

 

４ 業務内容 

（１） オープンカンパニーの企画・運営 

これまでの経過を踏まえ、さらに充実したイベントとなるよう企画提案（以下の各 

項目の内容および全体スケジュール）を行うこと。 

企画提案にあたっては以下を踏まえること。 

 

  【令和８年度実施概要（予定）】 

   ・オープンカンパニーの実施 

   実施日 

令和８年度中（土日祝を含む２日間を予定。参加企業数や参加企業のニーズ 

により、開催日数が１日となる可能性あり） 

    企業・市民等がより多く参加できる日程を、市と協議のうえ決定する。 

   内容 

市民等を対象に、参加企業の工場等の見学・体験を提供するイベント。 

   参加対象 

  企業：市内に事業所を有し、本事業の趣旨に賛同し主体的に取り組む企業等。 

     令和８年度は、公募を実施予定。 

  市民等：茨木市の在住・在学・在勤者をメインに広く設定。 

        人数は各企業の受入可能人数とする。 

   ＜参考：これまでの実施状況＞ 

    【令和５年度：試行としてバスツアー形式で実施】 

      実施日  令和５年 11 月 18 日（土） 

      参加企業 ４社（午前/午後 各２社） 



      来場者者数 午前/午後 各 12 組・24 人（定員） 

 

    【令和６年度：参加者が直接企業を訪問するかたちでの初回実施】 

     実施日  令和 6年 11 月 4 日（月・祝） 

     参加企業 7社 

     来場者数 195 名（企業受入枠全体のほぼ 100％） 

 

【令和７年度：参加者が直接企業を訪問するかたちでの実施】 

     実施日  令和７年 12月５日（金）・６日（土） 

     参加企業 14 社 

     来場者数 446 名（企業受入枠全体のほぼ 100％） 

 

    ・出張ワークショップの実施 

     企業どうしの交流ができる場も兼ねた、市民が様々な企業の魅力を一度に 

体験できる場として、公共施設等を会場とした出張ワークショップを実施 

する。 

実施日 

令和８年度中（土日祝から、年度中に合計２日以上を想定） 

実施日の選定にあたっては、市及び参加企業とも十分協議し決定すること。 

    会場 

     公共施設、または市内大学内施設での開催を想定。開催にあたっては、市 

のイベントとの同日開催等による相乗効果についても検討すること。 

 

【令和７年度：立命館大学での実施】 

     実施日  令和７年 11月２日（日） 

     参加企業 ４社 

     来場者数 のべ約 500 名 

 

    【令和８年度：スケジュール案】 

※参考スケジュール。 協議により変更となる場合あり。 

     ６月 参加検討中の企業向け説明会 

     ７月 参加企業の公募、 

出張ワークショップ（茨木フェスティバルとの同時開催を想定） 

     ８月 参加企業の決定、参加企業への事前ヒアリング、および勉強会 

     ９月 勉強会 

     10 月 勉強会 

     10～11 月 出張ワークショップ 

     11～12 月 イベント当日 

     １～２月 振返り会 

 

 



① 参加企業の選定に向けた市及び市内企業への助言 

・市で６月に公募（市広報誌、商工会議所会報誌等に掲載）を実施予定。 

・事業の趣旨に賛同し、主体的に取り組む意向のある企業がより多く参加でき 

るよう、市の参加企業選定に向けた助言、及び参加を検討する市内企業への 

助言を適宜行う。 

     【参加企業数について】 

20～25社程度の参加を想定。 

昨年度参加の14社以外に、市で５社程度、興味を持っている企業を把握。 

公募については昨年度から実施し、公募をきっかけに新たに１社が参加。   

・参加企業の決定後、各企業のイベント当日の見学・ワークショップ等の工程、

受入時間・人数等を取りまとめること。 

② 効果的な周知・広報 

・本イベント及び参加企業の魅力について、効果的なPRを提案すること。 

なお、以下については作成を必須とする。 

（A）イベント告知 

チラシ、ポスター、特設ホームページ 

    （B）オープンカンパニーのPRコンテンツ 

イベント実施後に、市ホームページ等に掲載し、市民等や企業向けに 

本イベントをPRできるものを作成。媒体は提案による。 

    ・広報媒体については、必ず市及び参加企業の校正確認を行うこと。 

③ 参加者の申込受付 

・参加企業の受入枠ごとに申込受付ができる環境を整える。 

   ・各企業が自社の申込状況を随時把握し、必要に応じて参加者へ連絡等ができ

るよう、情報共有と体制整備を図ること。 

④ イベント運営 

・各企業へのイベント時の保険加入のサポートなど、安全対策を講じること。 

・参加者へのアンケートを作成し（内容は市と調整）、回答の集約及び各企業 

への共有を行うこと。 

    ・気象警報など不測の事態には、市と協議のうえ参加企業及び一般向けの周知 

     など、円滑な対応を行うこと。 

・イベント当日は事務局対応、実施状況の確認等を行うこと。 

 

 （２）勉強会の実施等を通じた企業のコミュニティ形成 

   本事業の実施および継続に向けて、企業が主体的に取り組む機運の醸成と、オ

ープンカンパニー参加企業による本事業の将来的な自主運営につながる企業間

コミュニティの形成を念頭に、本事業の主旨・効果、先進事例や各企業が取り

組む姿勢等を学ぶ勉強会及びイベント実施後の振返り会を企画提案（時期・内

容等）すること。なお、提案にあたっては、以下を踏まえること。 

   ① 実施回数 

・勉強会：イベント当日までに３回以上 

    ・振返り会：イベント実施後に 1回 



   ② 留意事項 

・企業が主体的に取り組む姿勢を引き出し、企業同士の交流が促進されるよう 

工夫すること。 

・企業との日程調整や連絡、当日の受付については、主に市が担うものとし、 

 受託者は市のサポートを行う。 

・会場及び講師については受託者が手配することとし、必要経費は委託料から 

支払うこと。 

・やむを得ず欠席する企業には、事後に内容を共有すること。  

    ・資料は受託業者が作成・準備すること。 

 

 ＜参考：参加企業によるイベント自主運営に向けたこれまでの動き＞ 

 【令和６年度】 

 オープンカンパニー参加企業のうち２社から１名ずつ実行委員を選定し、参加企

業を代表して、イベントの実施方針や、周知・対応等を協議するため、実行委員会を

立ち上げた。 

 

【令和７年度】 

 参加企業の意向を踏まえ、茨木市独自の企業コミュニティの確立を目的に、実行

委員会の体制を強化。役員として、新たに参加企業１社から１名の実行委員を選定。

イベントの実施方針等の協議に加えて、大阪府内や先進事例など他のオープンファク

トリー団体との交流や意見交換の場にも参加した。 

 

（３）その他 

   ・本事業について課題や効果等の検証を行うこと。 

   ・イベント実施後、参加企業の意見等を踏まえて、本事業の今後の在り方・継

続性について提案すること。 

 ・受託者が提案する効果的な事項（独自提案） 

 ※提案限度価格内で実行可能なもので、追加予算を要さないものに限る。 

 

５ 調整会議等 

進捗状況その他調整会議は、適宜本市庁舎内もしくはオンラインにて行う。 

 

６ 成果品 

本事業の成果品として、次のものを提出する。 

編集については市と十分協議すること。 

   ・業務完了報告書‥紙 

   ・事業報告書‥紙媒体（１部）及び電子媒体 

各勉強会等及びイベントの実施内容・参加状況、参加者アンケート結果等 

・その他の業務の実施に当たり、本市との協議により必要となった納品物 

 

７ その他留意事項 



（１）成果品にかかる著作権は茨木市に帰属することとする。 

（２）業務が完了し、または、契約期間が満了した後であっても、内部に不備・不完

全な部分が発見された場合は、受託者の負担と責任で直ちに補正すること。 

（３）本仕様書記載事項及び本業務遂行上疑義が生じたときは、速やかに市と協議し、

本業務に支障のないよう努めなければならない。 

（４）本仕様書は、本業務の概要を示すものであり、本仕様書に明記が無い事項につ

いては市と協議の上これを決定する。 


